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　令和６年度の補正予算案が上程され、すべて原案のとおり可決しました。今回補正された主な

内容は次のとおりです。

会計区分 補正前の額 １２月補正予算額 合　　計

一般会計 １２６億８４０５万円 ２億８１６５万８千円 １２９億６５７０万８千円

国民健康保険

特別会計

事業勘定 ３３億２２２万５千円 ２２１５万１千円 ３３億２４３７万６千円

診療施設勘定 ５４９５万８千円 １５万９千円 ５５１１万７千円

熊田診療所特別会計 ５３５６万２千円 ３２万７千円 ５３８８万９千円

後期高齢者医療特別会計 ４億１９９４万円 １０万円 ４億２００４万円

介護保険特別会計 ２７億８３４８万円 ７２４４万９千円 ２８億５５９２万９千円

水道事業会計 収益的支出 ５億９３４３万４千円 １０７６万９千円 ６億４２０万３千円

下水道事業会計 収益的支出 ４億１７５万７千円 １２５万９千円 ４億３０１万６千円

▼一般会計の歳出の主な内容 補正額

○�ＪＲ烏山線の利用推進を図るため、ＪＲ烏山線利用促進特別委員会の先進
地視察及び職員随行の旅費

４９万円

○市税等の口座振替キャンペーン延長に伴うプレゼント用クオカード購入費 ２９万２千円

○児童手当制度の改正に伴い不足が見込まれる事業費の増額 ３９７０万７千円

○里山大木須を愛する会への交付金 １００万円

○�向田地内及び小原沢地内の主要施設案内表示板の修繕について不足が見込
まれる事業費の増額

３９８万６千円

○清水川せせらぎ公園に注意喚起看板を設置するための工事費 １２８万円

○令和６年８月豪雨により損壊した三箇、落合及び向田の頭首工の復旧工事費 ９２４６万３千円

　令和６年第４回

１２月定例会のあらまし

 那須烏山市議会１２月定例会は１１月２９日に召

集され、会期を８日間と定め、補正予算案や条例

案など計１５議案について審議しました。

　また、１２月４日から６日まで９人が一般質問

を行いました。

　会議録は市立図書館と市ホームページで閲覧

できます。

令和６年度予算を補正

▼歳入の主な内容 補正額

○頭首工復旧工事に対する地元団体分担金 ８５９万９千円

○企業版ふるさと応援寄附金 ２５０万円

令和６年第４回１２月定例会賛否一覧

（起立による採決） ※青木議長は表決に加わらない。　○ ･･･ 賛成　● ･･･ 反対
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第１号

那須烏山市議会議員定数条例の一部改正

について
可 決 ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

※その他の議案 14 件は全会一致で可決されました。
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那須烏山市公民館設置、管理及び使用料条例の

一部改正について

　公民館施設利用者の利便性の向上を図るため、

休館日を１２月２８日から翌年１月４日までのみに

改めるとともに、公民館事業の開催を烏山公民館

に集約したことから所要の改正を行いました。

那須烏山市議会議員定数条例の一部改正について

　那須烏山市議会の議員定数を１６名から１４名

とするため、所要の改正を行いました。

財産の取得について（追認）

　契約期間満了後に市へ無償譲渡となる「基幹系シ

ステム機器の賃貸借契約」「小中学校ＬＥＤ照明設備

の賃貸借契約」について、議会の議決を経ずに賃貸

借を行っていたことから、追認の議決を行いました。

新市建設計画の変更について

　令和６年度に計画期間が終了するところ、計画期

間を令和１２年度までに延長し、計画期間に合わせ

て財政計画を変更することについて議決しました。

曲畑辺地及び志鳥下辺地に係る総合整備計画の

策定について

　令和６年度をもって現在の計画期間が終了する

ことから、令和７年度以降の５年間で市道整備を

図るための計画策定について議決しました。

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度

那須烏山市一般会計補正予算（第６号）について）

　第５０回衆議院議員総選挙が１０月２７日に

執行されることに伴い、歳入・歳出をそれぞれ

１５７１万９千円増額することについて原案のとお

り承認しました。

条例改正議決事項

そ　の　他

傍聴者数

月　　日 内　　容 傍聴者数
１１月２９日（金） 開会・上程・採決・付託 ４人

１２月０４日（水） 一般質問 ５人

１２月０５日（木） 一般質問 １３人

１２月０６日（金） 一般質問・閉会 １０人

計 ３２人
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次回の３月定例会は、
２月２５日（火）開会予定です。

正式な日程は２月18日(火)に開催される議会
運営委員会で決定されます。

本会議当日はYouTube生配信を行います。
場所：那須烏山市役所南那須庁舎３階
（那須烏山市大金240）

YouTubeで過去の定例会の録画映像

を配信しています。

YouTube　那須烏山市議会

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　１１月２３日（土）に運行された、ア

キュム導入１０周年記念ヘッドマークを取

り付けた列車をお出迎えしました。

　当日は駅前広場で記念式典が行われた

ほか、記念マンホールのお披露目など

様々なイベントが実施されました。

アキュム導入１０周年記念イベント

ヘッドマーク列車お出迎え
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専決処分の承認を求めることについて（令和６

年度那須烏山市一般会計補正予算（第６号）に

ついて）

Q議員　今年度、衆議院議員総選挙と栃木県

知事選挙があった。これら２つの選挙から、本

市の投票所、投票時間について改善すべき点が

なかったか所見を伺う。

A総務課長　今回の衆議院選挙の本市における

投票率は、 小選挙区６０．０５％ （全国：５３．８５

％で戦後三番目の低さ）であり、５２．２８％だっ

た３年前の前回より大幅に向上した。続く知事

選は３８．９３％（県：３２．０５％）で、どちらの選

挙も投票率は茂木町に次いで県内２位、期日前

投票率については県内１位となった。平成３１

年４月に投票所を１２か所に減らし、当日の投

票時間も午後６時までとしたが、それと同時に

臨時期日前投票所や移動期日前投票所の開設、

デマンド交通の移動支援、選挙啓発や主権者教

育の充実などの取り組みを展開している。

令和６年度那須烏山市一般会計補正予算（第７

号）について

Q議員　農業基盤整備促進事業費が１１３４万

６０００円減額となっているが、今回ここで処理

している理由を伺う。

A農政課長　下川井地区において進めていた

土地改良事業が休止となったことによる事業負

担金の減額である。事業が進むにつれて地元推

進員、役員から不参加の意向を表明する方が出

てきたことや、また、担い手の確保が出来ず、そ

れに伴い借り手が不足すると賦課金の徴収に課

題が発生すること、そして、今後の経常賦課金の

高騰なども予想されることから、休止という決

断にいたった。

Q議員　自家用有償バスの運行業務委託につ

いて内容を伺う。

A まちづくり課長　有償バスの債務負担行為

は現在より減額となっている。運行調査の結果

を踏まえて、利用者の減少から便数を見直し、区

間を短縮、運行回数を減らしている。一部の便

や区間は廃止され、市塙黒田烏山線の中型バス

も１０人乗りに変更した。全体的に運営費が下

がったため、債務負担行為の額も減額された。

Q議員　以前から使用している南那須庁舎前

の職員駐車場用地を１３１３万７０００円で買収

するとのことだが、その面積を伺う。また、職員

から駐車場代を徴収すべきとの意見があったが

現在はどうなっているのか伺う。

A総務課長　売買に向けて地権者との合意形

成が取れたため、今後調整を行っていく。道路

敷地は１４１５．３１㎡、駐車場敷地は６０５．６９

㎡で合計２０２１㎡となる。職員の駐車場料金は

令和２年度から一部負担金として１０万円、令

和５年度からは現在１５万円を雑入として計上

している。

新市建設計画の変更について

Q議員　平成１７年に策定され、この度計画を

５年延長するとのことだが、進捗率を現在何％

ほど達成した上での変更計画なのか伺う。

A総合政策課長　新市建設計画は、合併する際

に新しい市の指針として策定し、それに伴い合

併特例債が活用出来るというものである。当初

１０６億円程度の合併特例債のうち、令和５年度

末までに全体の８９％にあたる９４億円を活用

している。計画延長により残りの１１億円分を

有効に活用したいと考えている。

　令和６年第４回

　１２月定例会の主な質疑
１２月定例会の議員質疑の中から、主なものを要約して掲載しています。

運行車両が変更となる市塙黒田烏山線
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本市の祭りについて

Q本市では山あげ祭を筆頭に祭りが多数ある。

南那須地区では合併後もいかんべ祭が毎年開催

されていたが２０１７年を最後に開催されてい

ない。再開が実現可能であるか伺う。

A市長　実施主体となる実行委員会が解散し、

第４０回を最後に開催されていない。来年１０月

には市制施行２０周年を迎えることから、イベ

ントの開催を視野に入れ検討を進めている。

A総合政策課長　当時のいかんべ祭の再開と

いうのは難しいと考えているが、 合併２０周年

記念イベントの開

催を契機として、市

民の機運が高まっ

ていくよう市とし

ても支援してまい

りたい。

Q放課後児童クラブを利用する際に提出する

ものとしてトイレットペーパー、箱ティッシュ

１箱等とあるが、このくらいのものであれば、市

が負担できないかどうか伺う。

Aこども課長　各家庭から協力いただいてい

るトイレットペーパー等は、以前ＮＰＯ法人が

運営していた頃の名残と思われる。放課後児童

クラブの業務委託については、今年度が契約最

終年度となり、令和７年度からの委託業者の選

定を現在しているところである。トイレットペー

パー等の消耗品は、今後は委託業者において運

営経費として取り扱うようにしてまいりたいと

考えている。

一

般

質

問

主

な

質
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髙木  洋一 髙木  洋一 議員議員

興野  一美 興野  一美 議員議員

①JR烏山線の存続へ向けた取り組みについて

②�DXサービスや庁舎内における通信ネット

ワークインフラについて

③本市の祭りについて

①第１子の保育料について

②放課後児童クラブ利用料について

③食料供給困難事態対策法について

④塩那台地の耕作放棄地について

映像配信はこちら

映像配信はこちら

祝！『伝統的酒造り』
ユネスコ無形文化遺産

登録 ‼

きゅうりの水分は 97％
牛乳の水分は 87％

ＪＲ烏山の線存続へ向けた取り組みについて

QＪＲ烏山線は昨年開業１００周年を迎え本年

はアキュム導入１０周年記念イベントを行った

ところである。本市におけるＪＲ烏山線存続へ

向けた取り組みについて伺う。

A市長　烏山線を存続させるためには多くの

課題があるが、過去にも廃線の危機を乗り越え

てきたように利用向上に取り組み、烏山線を守っ

ていくことはできると考えている。今年度に組

織したＪＲ烏山線利用向上委員会から意見をい

ただきながらイベント開催や助成事業に取り組

んでいきたい。

Aまちづくり課長　ＪＲ烏山線団体利用促進助

成事業は烏山線区間の全額補助で、

単年度の事業ではあるが大変好評

なので毎年度の見直しをかけて継

続していきたい。

放課後児童クラブ利用料について

Q学童保育は、仕事で日中自宅に保護者がいな

い家庭の児童に対して、放課後に遊びや生活の

場を与え、健全な育成のため実施されており、共

働きの家庭が増えたことなどから、学童保育の

需要は年々高まっている。

　きょうだいが同時に利用した場合のみ減免と

なっているが、保育料と同様に第１子、第２子、

第３子という区分の利用料金にしてはいかがか

伺う。

A市長　県内できょうだい同時利用の減免を

している市町は、本市を含め６市町のみで、利用

休止による減免なども含めると、全国的に見て

も手厚い支援ができているものと考える。他方、

放課後児童クラブの運営費は大半が人件費とな

り、ここ数年の急激な賃金や物件費の上昇によ

り、市が負担する費用は年々増額している。

一　般　質　問
※�質問・答弁の内容は要約してあります。 一般質問の記事は各議員

が作成しています。 詳細は市議会会議録をご覧ください。
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高齢者の生活支援について

Q本市の６５歳以上の高齢者は、令和６年３月

３１日現在で９３６１人（全体の約３９％）である。

高齢化が進行する本市において高齢者の生活支

援を強化することはますます重要な課題となっ

ている。特に身寄りのない高齢者の身元保証、

買物、外出、ごみ出し、農家の草刈り支援等は欠

かせないと考えるが、本市の実情と対策を伺う。

A市長　第９期介護保険事業計画策定にあた

り、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を実施し

たところ、在宅生活を続けるために必要な支援・

サービスの上位回答に、介護・福祉タクシー等の

移送サービス、見守り・声かけ、通院、買物等外出

同行が挙げられている。これらに対し現状では、

デマンドタクシー、高齢者福祉タクシー、通院支

援サービス等による高齢者移動支援のほか、見

守り・声かけについては、高齢者見守りネット

平塚  英教 平塚  英教 議員議員

①本市の感染症対策について

②高齢者の生活支援について

③本市の子育て支援対策について

④複雑化する福祉課題への対応について

⑤防災集団移転促進事業について

１月７日で70歳に
なりました！

認知症高齢者等が利用できる見守りシール

一　般　質　問
※�質問・答弁の内容は要約してあります。 一般質問の記事は各議員

が作成しています。 詳細は市議会会議録をご覧ください。

映像配信はこちら

ワーク事業を通じて気になる高齢者に対する情

報提供の呼びかけや関係機関及び関係者への情

報提供を行い、地域全体で高齢者を見守る体制

づくりに取り組んでいる。住み慣れた地域で自

分らしい生活を送ることができるよう、現在行っ

ている公的サービスに加え、関係機関との連携

強化を図りながら本市の実情に合った取組みを

推進してまいりたい。身寄りのない高齢者の緊

急連絡先、医療など総合的相談体制を検討した

い。

中山  五男 中山  五男 議員議員 映像配信はこちら

①新庁舎位置決定までの手順について

②認定外道路の市道編入について

③市道の県道昇格編入について

④県道路の改良促進について

⑤学力向上による人口減少対策について

⑥太陽光発電施設に係る固定資産税の使途について

議員現定数16名を
２名削減し14名に

決定

新庁舎位置決定までの手順について

Q庁舎整備検討委員会では新庁舎候補地を 

「ＪＲ烏山駅周辺にすることが望ましい」として、

川俣市長宛て答申された。そこで、市長には新

庁舎位置についていかなる手順を経て、いつま

でに決定される積りか。市長任期は残り１０か月、

市議会議員の任期も１年少々。このことから、

その期間中の進展を強く望んでいる。

A市長　庁舎整備検討委員会からの答申は、魂

の込められたものとして、最大限尊重すべきも

の。仮に、ＪＲ烏山駅周辺に新庁舎を整備すれば

ＪＲ烏山線や烏山高校の存続に向け、大きなメッ

セージになる。今後は、令和７年度予算の中で

新庁舎整備基本計画を策定し、議会には丁寧な

説明をし、理解を求めたい。

認定外道路の市道編入について

Q市内道路の中で、市道に該当しない「認定外

道路」の維持管理費は、自治会と利用者に強いら

れていることから、大きな負担になっている。

国道や県道、市道沿いの住民には、道路管理に負

担が無い上、日常生活上の利便性など、さまざま

な恩恵がある。一方、認定外道路沿いの住民に

は、同じ市税に応じていながら不公平感が否め

ない。そこで、認定外道路の内、利用の多い道路

などは自治会長などと協議の上、速やかに市道

へ編入され、市民の負担を均一にすべきでない

か。現市道路延長４１９ｋｍの中には自動車交通

不能路線が２８ｋｍも含まれている。

A市長　市には認定外道路を市道に認定する

際の規定がある。まずは、市に相談いただき現

地調査の上判断したい。また、認定外道路の修

繕は自治会にお願いしているが、その際、材料費

や重機リース代などを市が負担するなどして、

地元関係者の負担軽減に努めている。

6　なすから議会だより （第 75 号）
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一　般　質　問
※�質問・答弁の内容は要約してあります。 一般質問の記事は各議員

が作成しています。 詳細は市議会会議録をご覧ください。

地方交付税の今後の見込みについて

Q地方交付税の総額は、国税の所得税及び法人

税の３３.１％、酒税の５０％、消費税の１９.５％、

地方法人税の全額とされている。税収入は全国

的に見た場合、地域の地理的、経済的、社会的環

境によって著しく偏在をしているため国が地方

交付税を交付することで偏在を是正し、均衡化

を図っている。

　中長期財政計画では、毎年度４千万円減額、そ

して、令和７年度と８年度の差額は１億５千万

円の減額を見込んでいるが、地方交付税がどの

程度減額が見込まれるのかを伺う。

A市長　普通交付税は、基準財政需要額と、基

準財政収入額を計算し、基準財政需要額から基

準財政収入額を差し引いた額が普通交付税額と

なる。

　需要額は、様々な測定単位に国が示す単位費

用を乗じて求めるため減少するとは限らない。

Q本市の中長期財政計画では、３パターンのシ

ミュレーションをしている。他の市ではローリ

ング方式により、毎年度見直しをしている市が

ある。地方交付税の総額に消費税額の１９.５％

が含まれていることから、消費税率が令和元年

の１０月１日に８％から１０％へ引き上げられ

た時点で、中長期財政計画を変更すべきと考え

るが。

A総合政策課長　現在ホームページ上に掲載

してあるシミュレーションは、平成２８年から

令和８年までを掲載している。本来であれば消

費税率が引き上げられたときに見直すべきだっ

たが、見直してないのが現状である。

　最新の財政見通しは、先日議決いただいた新

市建設計画における令和６年度から１２年度ま

でのもので今後ホームページにも公表していく。

渋井  由放 渋井  由放 議員議員

①市民憲章制定について

②地方交付税の今後の見込みについて

③業務継続計画（下水道BCP）について

④森林整備計画について

⑤環境基本計画について

あけまして
おめでとう
ございます。

庁舎整備について

QＪＲ烏山駅前に庁舎整備する場合、試算４３.

７億円のうち土地の取得費用及び建物の移転補

償費はどれくらい予定しているか伺う。

A公共施設再編担当課長　現在のシミュレー

ションは、世間一般的な実勢価格に基づく案で

あり、土地や、移設補償費の部分を細かく金額を

示すと後々支障となるため、現段階で詳細を示

すことはできない。

Q庁舎整備の建物だけの費用を約３５億円と

すると、外構工事費用を引けば土地代及び移転

補償費は予想出来る。そこで、外構費用として

どれくらい予定しているのか伺う。

A公共施設再編担当課長　駐車場及び緑地等

の整備費で２億６０００万円ほどかかるシミュ

レーションをしている。

Q駅前の候補地内の住民に庁舎を造るという

ことを説明し、理解を得ているのか伺う。

A市長　新庁舎整備については、整備場所が決

定しているわけではなく、土地、家屋の詳細を把

握する為の測量等も未着手の状況であり、現時

点において具体的なことは、何一つ決定してい

ない。したがって候補地内の住民に対してアプ

ローチする段階にないと判断している。何の詳

細も決定していない現段階で候補地内の住民に

アプローチすることは、見切り発車となり、円滑

な事業の進行にも支障をきたすおそれがある。

庁舎整備に関する住民との交渉は慎重かつ丁寧

な対応が求められる。関係機関の支援をいただ

きながら誠意を持って対応していきたいと思う。

堀江  清一 堀江  清一 議員議員

①庁舎整備について

最近ゴルフの飛距離も
スコアも伸び悩み‼

一

般

質

問

映像配信はこちら

映像配信はこちら
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社会におけるジェンダー平等について

Q本市の婚姻届の記入例で夫婦の氏が「夫・妻」

のどちらでも選択できることが理解できるよう、

記入例の見直しについて見解を伺う。

A市民課長　県内各市の記載例を調査したと

ころ 「夫を選択している」 が本市を含めて１０

市 「妻を選択している」 が１市、夫と妻、両方を

用意しているが１市、空欄のままが２市である。

県内のそのほかの市を確認し、早急に対応する。

Q選択的夫婦別姓について、市長の考えを伺う。

A市長　現在の民法の下では、結婚に際し、男

性又は女性のいずれか一方が、必ず氏を改めな

ければならない。近年の女性の社会進出等に伴

い、改姓による職業生活上や日常生活上の不便、

不利益等が指摘されて、選択的夫婦別姓制度の

導入を求める意見が増えてきている状況である。

一方で、家族観が損なわれるなどの否定的な御

市内の空き家対策について

Q現在の那須烏山市の空き家対策の現状と課

題について伺う。

A市長　空家等対策協議会を組織し、令和５年

度から令和９年度までを計画期間とする「空家

等対策計画」を策定した。この計画に基づき周

知啓発・情報提供に努めると共に適正な管理を

促す助言や指導を、状態の悪い特定空き家等を

取り壊す費用の一部を支援する制度を令和６年

度に創設した。空き家に関しては全体的な状況

把握が出来ておらず、あくまでも所有者の資産

であるため行政が関与できない部分が多々あり、

対応に苦慮している状況である。

Q空き家対策の今後の取り組みについて伺う。

A市長　令和７年度に空き家実態調査を行い、

市内の件数、状態を把握する予定である。特に

管理不全の空き家に関しては、取り壊す際にお

ける市の助成制度の周知徹底を図ると共に、実

意見もある。様々な考えが交錯する中、私とし

ても判断しかねる状況にあり、国の考え方や社

会の動向を注視している。

投票率向上に向けた対応策について

Q移動投票所の試験運用結果について伺う。

A選挙管理委員会事務局書記長　市内２か所

の商業施設において試験的に開設し、衆議院議

員総選挙は投票者数１３５名、栃木県知事選挙は

投票者数１０６名で、ほかの臨時期日前投票所の

投票者数よりも多く「買物ついでに投票ができ

て便利」、「庁舎まで歩いて行けないが、移動投票

所があるから投票ができた」など、好評の声をい

ただいた。

Q今後の運用策について伺う。

A選挙管理委員会事務局書記長　今回の試験

運用結果や、新たな臨時期日前投票所の設置場

所も含めて、検討し取り組んでいく。

態に即した制度となるよう見直しを検討してま

いりたい。また、空き家に関する問題には行政

が関与できない部分が多々あることから、不動

産取引、建築・解体権利関係の専門家にスムーズ

につなぐため、まずは司法書士会との連携協定

を締結する方向で調整している。

矢板  清枝 矢板  清枝 議員議員

福田  長弘 福田  長弘 議員議員

①社会におけるジェンダー平等について

②�聴覚補助器等の積極的な活用への支援に

ついて

③投票率向上に向けた対応策について

①市内の空き家対策について

②公共施設の再編・利活用について

③中学生海外派遣事業について

寒さに負けず
頑張ります！

紙漉きの水が冷たい季節、
体調に気を付けています。

一　般　質　問
※�質問・答弁の内容は要約してあります。 一般質問の記事は各議員

が作成しています。 詳細は市議会会議録をご覧ください。

映像配信はこちら

映像配信はこちら

空き家等に対する相談体制（市空家等対策計画）

8　なすから議会だより （第 75 号）



定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一

般

質

問

行

政

視

察

研

修

議

会

報

告

会

主

な

質

疑

常任委員会所管事務調査

　各常任委員会において、所管する事項に関係する団体・組織と下記のとおり意見交換会を行いま

した。

常任委員会 日　時 関係団体参加者 テーマ

総務企画 １１月９日（土）
地域おこし協力隊

なすから特派員
まちづくりに関する意見交換

文教福祉 １０月８日（火）
南那須保護区保護司会

烏山分区
保護司制度等に関する意見交換

経済建設 １１月２１日（木） ＪＡなす南青壮年部 農業とまちづくりに関する意見交換

防犯対策について

Q全国的に悪質な事業者による詐欺被害や匿

名・流動型犯罪グループ（トクリュウ）等による

窃盗や特殊詐欺による事件が増えている。本市

では広報等でどのように市民への周知や危険へ

の注意喚起を行っているのか伺う。

A市長　市ではホームページや広報、お知らせ

版等により、市民に犯罪被害防止に係る周知を

行うとともに、防犯教室及び出前講座を実施し

ている。また、防災インフォなすからすやま等

でも情報発信を行っている。（例年、年末に関係

各所と防犯・防火パトロールを行い、巡回してい

る）なお、那須烏山警察署においては、市の文書

配布を活用し、犯罪被害防止等の内容を掲載し

たチラシを毎月配布して周知している。

敬老会について

Q本市における毎年の敬老会への対応と開催

状況について伺う。

A市長　今年度の開催状況として、１０２自治

会と９施設で敬老会事業を実施しており、集い

の場の開催は全体の２割（※コロナ禍前は約９

割）で、記念品のみ配布の自治会が約８割となっ

ている。また、高齢者福祉についての関心と理

解を深め、高齢者が自ら生活向上に努める意欲

を高めるために各自治会等が開催する敬老会に

対し、事務費及び運営費を交付している。

荒井  浩二 荒井  浩二 議員議員

①防犯対策について

②敬老会について

③中学生海外派遣事業について

公園にバスケット
ゴールを

一　般　質　問
※�質問・答弁の内容は要約してあります。 一般質問の記事は各議員

が作成しています。 詳細は市議会会議録をご覧ください。

一

般

質

問

映像配信はこちら

▲総務企画常任委員会 ▲文教福祉常任委員会 ▲経済建設常任委員会

野上地区防犯協議会年末パトロール野上地区防犯協議会年末パトロール
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常任委員会で行政視察研修を行いました

総務企画常任委員会　

経済建設常任委員会

　当委員会では、１０月２９日、３０日の２日間にわた

り、山形県南陽市及び福島県田村郡小野町の視察

研修を行いました。

　南陽市では、地域公共交通「おきタク」について

視察を行いました。南陽市の沖郷地区では、路線バ

スが廃止され２０年以上交通空白地帯となっていま

したが、地区の住民が主体となって協議会を設立し

“高齢者の日常の外出”にターゲットを絞った高齢

者向けタクシー「おきタク」を導入しました。　　

　小野町では、消防団専用アプリ「Ｓ.Ａ.Ｆ.Ｅ.（セー

フ）」とＺｏｏｍを活用した防災訓練について視察を

行いました。

　アプリ開発以前の消防団への連絡はスマートフォ

ンへのＬＩＮＥやメール及び電話が中心であるため、

災害時の多くの情報を整理することと、団員の活動

状況の把握が困難であることが課題となっていまし

た。

　福島県内の消防団員が考案した「Ｓ.Ａ.Ｆ.Ｅ.」

は、消防団全員への火災通知、火災現場や水利位置

　当委員会では、１０月２８日、２９日の２日間にわた

り、空き家対策への調査研究を目的として山形県鶴

岡市及び新潟県燕市の行政視察を行いました。

近年の全国的な人口減少により空き家問題は避け

ては通れない喫緊の課題であり、那須烏山市におい

ても対策を取る必要があります。

　鶴岡市では、建設業・司法書士・宅地建物取引

業・土地家屋調査士などで構成する「つるおかラン

ド・バンク」を立ち上げ、空き家・空き地が動くその

チャンスに、街の将来を見据えて今から整備する方

針で取り組んでいます。実際取り組まれた現地を視

察したところ、行政・地権者・宅地開発者の連携が取

れており、再開発地は良く整えられていました。

　燕市においては、市内の空き家の実数の把握を数

回行い、空き家・空き地バンク事業として、解体撤去

費や改修費、家財道具等処分の助成や空き家跡地

活用促進補助金などのメニューを用意してまちなか

情報の可視化、団員の出動状況を共有する機能が

搭載されており、消防団活動の効率化と共に迅速な

初期対応が可能となります。

　小野町は「Ｓ.Ａ.Ｆ.Ｅ」とＺｏｏｍを活用した先進

的な防災訓練を実施した経験があり、その実施方法

等が大変参考になりました。

（総務企画常任委員長　興野　一美）

資源再開発事業に取り組んでおり、一定の成果を上

げていました。

　両市ともまだまだゴールは先だとおっしゃってい

ましたが、この取り組みを積み上げていく事でゴール

が近づいてくるのだと思いました。那須烏山市も将

来を見据えて取り組みを進めていくべきと感じまし

た。　　　 （経済建設常任委員長　福田　長弘）

日　程：令和６年１０月２８日（月）～１０月２９日（火）

視察先：山形県鶴岡市、新潟県燕市

日　程：令和６年１０月２９日 （火）～１０月３０日（水）

視察先：山形県南陽市、福島県田村郡小野町

空き家対策の取組について説明を受ける委員

「おきタク」について説明を受ける委員
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議会報告会「市民と議員の懇談会」を開催しました

市民との意見交換 （一部抜粋）

　令和６年度議会報告会「市民と議員の懇談会」を

１０月２０日（日）に烏山公民館で開催しました。

　当日は２５人にご参加いただき、各常任委員会の活

動に関する意見や議会全体の活動に対するご質問な

ど、市民の方 と々活発な意見交換を行いました。

　当日ご参加いただいた皆さん、ありがとうございまし

た。

　報告会の様子は、議会YouTubeチャンネルからどなた

でもご覧いただけます。

おわびと訂正

　第７４号表紙に発行日「令和４年１１月１０

日」とあるのは、正しくは「令和６年１１月８日」

です。

　また、１０ページの平塚議員の質問事項で

「②南那須地区広域行背事務組合の一般廃棄

物処理施設整備状況について」とあるのは、正

しくは「②南那須地区広域行政事務組合の一

般廃棄物処理施設整備状況について」です。

　また、１１ページの堀江議員の質問事項で

「②本市の農業行背について」とあるのは、正

しくは「②本市の農業行政について」です。

　おわびし訂正いたします。

Ｑ.庁舎整備検討委員会から

市長あてに市庁舎整備に関す

る答申がなされましたが、市

議会では今後どのように庁舎

整備についての合意形成を

図っていくのですか？

Ｑ.女性活躍や子育て支援の政

策には女性の立場の意見が欠

かせないと思いますが、女性議

員の数を増やす必要性や手段

についてどのように考えてい

ますか？

Ａ.様々な年代・職種の視点で

社会を見ていただくことの一つ

として、女性が活躍する議会を

目指すことは重要なことだと思

います。

いろんな角度からの意見によっ

て、市の活性化につなげられる

議会でありたいと思っています。

Ｑ.市長が提出した議案に不備

があったときは、やみくもに否

定するのではなく、議員から改

善策などを示してほしいです。

議長は議会の議決の仕方をどの

ように考えていますか？

Ａ.否定や批判するときは対案

をもって政策提言できることが

議会の望ましい姿だと思ってい

ますが、議員が自分なりの政策

提言を行うためには、相当の勉

強が必要だと思っています。

Ａ.市執行部から答申を踏ま

えた庁舎整備の基本構想の提

案を受け、協議していきます。

議論は庁舎整備検討特別委員

会で進めていきます。

庁舎整備検討
特別委員長 議長

議長

議

会

報

告

会

行

政

視

察

研

修
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那須南トラベルを経営する
石川翔平さんを紹介します

　市民の皆様には穏やかに新春をお迎えのこ
ととお喜び申し上げます。新しく巳年の令和
７年が始まりました。
　蛇といえば救急車の側面にある、杖に巻
き付いた蛇が中央に描かれた青い大きな星

（６本の突起）のマークを皆さんはご存知で
しょうか。このロゴマークは「生命の星（The 
Star of Life）」と言われるものです。中央
の杖と蛇は医学を象徴するもので、杖は旅行
者が使う杖、蛇は知恵を表し、ギリシャ神話の
アスクレピオスという医学神に由来している
そうです。
　昨年の12月定例会の内容を取りまとめた
議会だより第75号が皆様のお手元に届くの
は、立春を過ぎた頃になりますが、この1年が
皆様にとりまして幸多いものとなりますよう
願っております。　　　（興野　一美　議員）

　今回、紹介するのは、旅行代理店「那須南トラ
ベル」を経営されている石川翔平さんです。ＪＲ
烏山線利用向上に大変貢献されている方です。
　ＪＲ社員時代に76歳で亡くなられた先輩の
遺言「烏山線を絶対に無くしてはならない、烏山
線を守ってくれ！」という言葉を胸に刻み、２町
合併以前から、町民号や市民号を企画していま
す。今年は熊野本宮大
社や谷瀬の吊り橋、法
隆寺を巡る市民号を企
画し、約70名に参加し
ていただき、多くの市
民の交流とＪＲ烏山線
利用向上に貢献をされ
ました。趣味は野菜や
米作り、旅行。毎年、海
外旅行へ行き、今年は

イタリアに行かれたそうです。特技は水泳で、元
バタフライの国体選手でもありました。
　多くの方々に好かれ、常に翔平さんの周りに
は人々が絶えず集まります。話が好きな方で話
題は堪えません。
　「今後も地域やＪＲ烏山線の為に尽力してい
く」とのことでした。

（文責　堀江　清一　議員）

ああ  とと  がが  きき

特　集特　集

石川翔平さん
（初音在住　76歳） アキュム導入10周年を迎えたＪＲ烏山線

議場コンサートを議場コンサートを
開催します開催します

●日　時：令和７年３月４日（火）
　　　　 ９時20分から
　　　　　（３月定例会本会議開会前）
●場　所：那須烏山市役所南那須庁舎
　　　　 ３階議場
●内　容：�烏山高等学校吹奏楽部による演奏
●曲　名：
　木管三重奏「マカリッシュ・ソフィア」
　管楽アンサンブル「三日月のシャンソン」
入場無料、事前申込不要です。
皆様のご来場をお待ちしております。
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